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千葉県ユニセフ協会コード番号で振り込んでいただいた方については2022年9月末分まで、県協会に直接
持参していただいた方や報告を受けた方については2022年10月31日分までを掲載させていただきました。
個人ご協力者のお名前の掲載は控えさせていただきました。

ホームページへ
リンクします↑

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました （敬称略・順不同）

2023年10月～2024年1月

お 知 ら せ・今 後 の 予 定

千葉県ユニセフ協会 ユニセフ・ちばフレンズ（賛助会員）
2023年度会員個人：96名（115口）　企業・団体12団体（250口）
日本ボーイスカウト千葉県連盟
(株)京葉銀行
(一社)千葉県商工会議所連合会
(株)グリーンタワー
千葉県青少年団体連絡協議会
ジェフユナイテッド(株)

(一社)ガールスカウト千葉県連盟
(株)千葉銀行

「小さな親切」運動ちばぎん支部
日本労働組合総連合会千葉県連合会
(株)マザー牧場
協友工業(株)

種類
個人

企業・団体

会費
2,000円(1口)
2,000円(1口)

口数
1口以上
5口以上

千葉県ユニセフ協会は世界の子どもたちの現状やユニセフの活動を知
っていただくための活動をしており、その活動はユニセフ・ちばフレンズ
のみなさまに支えられています。有効期限は1月1日から12月31日まで
の1年間です。

日本ユニセフ協会賛助会員　会費は寄付金控除の対象になります

種類
一般賛助会員(個人の方)

学生賛助会員(18歳以上の方)
団体賛助会員(企業・団体など)

会費
1口5,000円
1口2,000円

1口100,000円

年会費は日本ユニセフ協会が行う募金活動および広報、アドボカシー(政策提言)活動のほか、千葉県ユニセフ協会をはじめとする
日本ユニセフ協会と協定を結ぶ地域組織の運営にも役立てられます。有効期限は入会月から1年間です。

ユニセフ募金の
お振込みについて

下記のユニセフ募金口座は、窓口での手続きに限り振込手数料および硬貨取り扱い手数料がかかりません。
振込用紙をご入用の場合は千葉県ユニセフ協会よりお送りいたしますのでご連絡ください。
口座番号：00190-5-31000（手数料免除口座）　加入者名：公益財団法人 日本ユニセフ協会
お振込みの際は、通信欄に「K1-120千葉県ユニセフ協会」とご記入ください。

●ユニセフ・ラブウォーク IN 佐原
　5月18日(土) 集合場所：みんなの賑わい交流拠点コンパス
●ユニセフ・ラブウォーク IN 鴨川
　6月9日(日) 集合場所：鴨川青少年自然の家

春のユニセフ・ラブウォーク
●ユニセフ・ラブウォーク IN 流山
　10月20日(日)(予定)
●ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら
　11月23日(祝・土)

秋のユニセフ・ラブウォーク

9月29日(日) 13時30分～16時30分(予定)
会場：ホテルグリーンタワー幕張
記念式典・講演会　ボッチャ交流会

設立20周年記念式典・ユニセフのつどい
毎月第3木曜日 桜木事務所にて開催
一緒に活動していただける方募集しています！

外国コイン・使用済み切手仕分けボランティア活動

＊千葉県ユニセフ協会コード番号で振り込んでいただいた方、県協会に直接持参していただいた方や報告を受
けた方を掲載させていただきました。個人ご協力者のお名前の掲載は控えさせていただきました。

【日本ユニセフ協会賛助会員数】
(千葉県在住および千葉県ユニセフ協会経由でお申込みの会員さま）
一般賛助会員：173名　学生賛助会員：12名　団体賛助会員：1
団体賛助会員（敬称略）　千葉県生活協同組合連合会　　　　2023年12月31日現在

ユニセフは、「みんなが幸せになれるまち」をつくるために、「子どもにやさしいま
ちづくり事業（CFCI）」を推進しています。CFCIとは、子どもと最も身近な行政単
位である市町村等で、子どもの権利条約を具現化する活動です。その特徴は、
“まち”の人々がみんなでみんなの“まち”を作っていくこと、とりわけ、子どもも
まちづくりの主体、当事者として位置付けることです。日本でもこの取り組みが
始まっています。

現在日本では、５つの自治体（ニセコ町、安平町、富谷市、町田市、奈良市）が
ユニセフ日本型CFCI実践自治体として、１つの自治体（豊田市）がユニセフ
日本型CFCI候補自治体として取り組みを進めています。

本事業の日本への導入のための検証作業から参加の５自治体は、自己評価
と第三者評価を経て、2021年12月に「ユニセフ日本型CFCI実践自治体」
であることが承認されました。ユニセフ日本型CFCIの実施基準に従い、
子どもの権利を実現するまちを目指します。

ユニセフは、「みんなが幸せになれるまち」をつくるために、「子どもにやさしいま

ユニセフの子どもにやさしい
まちづくり事業

●一般募金（ハンド・イン・ハンド募金含む）
石井食品(株)、(宗)中山身語正宗関東教区青年部、ユニセフ・ラブウォーク IN 東金、ボー
イスカウト市原第7団、ガールスカウト千葉県第30団、ユニセフ・ラブウォーク IN 房総の
むら、第18回ユニセフサポートゴルフ大会、市原中央高校インターアクトクラブ、ガール
スカウト千葉県第39団、(私)小ばと幼稚園、君津市周西公民館平和教室、松本猛さん講
演会、JR松戸駅街頭募金、イオンモール幕張新都心街頭募金、そごう千葉店街
頭募金、クリスマスチャリティボッチャ、ボーイスカウト八千代第5団、ガールスカ
ウト千葉県第1団、㈱ホテルオークラ東京ベイ

●ウクライナ緊急募金
西坂田まっちー一同、玉本英子さん講演会

●ガザ人道危機緊急募金
ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら、第18回ユニセフサポートゴルフ大会、
千葉県ユニセフ協会第27回理事会・評議員会、ユニセフ・ラブウォーク IN 東金、
中山身語正宗関東別院誓照寺僧侶部信徒部一同

(株)千葉ステーションビル
海浜幕張支店様

駅の利用者にご協力を
呼びかけてくださいました

ユニセフ日本型CFCI実践自治体

北海道ニセコ町

北海道安平町

宮城県富谷市

東京都町田市

奈良県奈良市

KICO鎌ヶ谷様が使用済み切手を
届けてくださいました

市原中央高校インターアクトクラブのみなさんは校内で募金活動
ユニセフに差し伸べる手や地球などのイラストが階段に描かれています

会員
募集中

2024年4月1日、千葉県ユニセフ協会は設立20周年を迎えます。
　多くの皆様に支えられ、活動を続けてくることができましたこと、心より感謝申し上げます。20年前、世界では5歳未満に亡く
なる子どもの数は1年に1200万人以上。3秒に1人の子どもが亡くなっていました。現在5歳になる前に亡くなる子どもの数
は年間約500万人。この20年間で大きく改善されました。しかし、2022年２月にはロシアのウクライナ侵攻、2023年10月に
はパレスチナ、ガザ地区での戦闘と、つらいニュースが毎日のように届き、常にそこには過酷な状況下の子どもたちの姿があり
ます。また、地震、台風、洪水など世界中で様々な災害が起きています。日本に目を向けると、2011年3月国内観測史上最大の
大地震と津波が東日本を襲い、50年ぶりの国内でのユニセフ支援は2016年まで続きました。今年は日本が子どもの権利条
約を批准して30年。昨年は「こども基本法」が施行されました。日本ユニセフ協会は、子どもの権利を実現するため《ユニセフ
の子どもにやさしいまちづくり事業》を推し進めています。
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FGMは、女性や子どもの健康に生きる権利を
奪う行為です。詳細を知って、ショックを受けた
方もいるのではないでしょうか？しかし世界には

「伝統だから」「歴史があるから」という理由だけ
で、今も悪習が残っているのが現実です。人々
の知識がないこと、教育を受けていないこと、
ジェンダーの誤った認識があることがあげられ
ます。私たちはあきらめずに地道に語り続ける
ことが重要です。SDGｓの掲げる「誰一人取り残
さない」社会を実現するためにも、自分にできる
ことを考え、一緒に行動していきましょう。

女性と女の子の権利の侵害知ることから始めよう！

歴  史

3月8日は国際女性デー
女の子にとって
より公平で
平等な未来を！

2月6日は女性器切除（FGM）根絶の日
世界で2億人が被害、今年440万人が危険に

　2月6日の「国際女性器切除根絶の日」は女の子と女性の著しい人権侵
害にあたる女性器切除（female genital mutilation, 以下FGM）という
慣習を全世界で終わらせる取り組みを促進するため、2012年に制定さ
れました。SDGｓ目標５「ジェンダー平等を達成し、すべての女性および女
児の能力強化を行う」、およびターゲット5.3「未成年者の結婚、早期結
婚、強制結婚および女性器切除など、あらゆる有害な慣行を撤廃する」に
あるとおり、国際社会は2030年までに女性器切除（ＦＧＭ）の慣習を完全
に根絶することを目指しています。

　子どもにやさしいまちづくり事業は、当初、開発途上国での急速な都市化そして人口増に対処する目的で、始められました。
開発途上国の地方部で暮らす人々が、経済的なチャンスを求めて都市部にやってきても、彼らの暮らす場所はなく、仕方なくス
ラムに定住せざるを得なくなります。こうした人々がどんどん増えスラムの環境はさらに劣化していきます。特に乳幼児は、こ
うした劣悪な環境の影響を直接に受け、生死にも関わるような状態になります。こうした状況を改善する目的でこの活動は始め
られました。衣食住が満たされると私たちの生活は落ち着いたものになっていきます。しかし、3つの条件の内で、住環境に関し
てはなかなか手が回りませんでした。こうした考え方でこの活動は始まったのです。この事業が継続されると、先進国の子ども
たちの状況が懸念されるようになりました。言うまでもなく、開発途上国の子どもたちと比較すると、彼らの住環境ははるかに
優れています。しかし、子どもの成長は住環境だけでは十分ではありません。子どもが一人の人間として扱われ、社会と関われ
ることなしに、私たちの生活環境は持続できないということがはっきりしてきました。こうしたことから、子どもにやさしいまち
づくり事業は、今では開発途上国と先進国の両方で展開される活動になってきています。（世界の約40カ国で実施されてお
り、さらに拡大の見込みです。）

子どもにやさしいまちとは？
　子どもにやさしいまちとは、子どもの最善の利益を図るべく、子どもの権利条約に明記された子どもの権利を満たすために
積極的に取り組むまちの事です。

　おとなはともすると、子どもを受益者と位置づけ、子どもに対して善意を施すこと、つまり、助けてあげる、守ってあげる対象
として子どもを捉え、これを“やさしい”としてしまいます。しかし、子どもを権利の「客体」として捉えることに加え、権利の「主
体」として、自分が考えていることや思うことを言えること、そしてそれを聞いてもらえることにより、自分に自信を持ち、社会
への積極的な参加意識をもてることが同じように大切です。それを実現するのが子どもにやさしいまちなのです。子どもの権
利を確実に実現するためには、政府や行政だけでなく、市民社会、民間部門、学界、メディアなどの他のステークホルダーや子
ども自身も、子どもにやさしいまちづくりに重要な役割を担っています。

CＦＣＩ（子どもにやさしいまち）とSDGｓ（持続可能な開発目標）
　「誰ひとり取り残さないため」に、2030年までに世界が解決すべき目標を定め
たSDGｓ。子どもの権利を実現し、子どもとともに、よりよいまちを作っていくCＦＣＩ
の実践はSＤＧｓの達成に大きく貢献します。

日本では約7人に一人の子
どもが相対的貧困の状態に
あり、それを放置した場合の
社会的損失はとても大きい
と言われています。

日本でも、自然災害は増え
続けています。子どもを含
めた誰もが取り残されない
持続可能なまちづくりが求
められています。

感染症の拡大は子どもたちの学ぶ環境に
も影響を与えています。子どもたちの学び
を支えることは、持続可能な社会づくりに
つながります。

子どもの権利条約の4原則の
一つが「差別の禁止」です。子
どもの時からジェンダーなど
差別のない「育ち」を推進する
ことが求められています。

　女性器切除(FGM)とは、アフリカや中東、アジアの一部の国々で行わ
れている、女性の性器の一部を切除してしまう慣習です。きわめて強い社
会的な規範に支えられ、家族はその害を知っていても自分の娘にFGMを
受けさせていることが少なくありません。FGMを受けた女の子や女性
は、出血が続き、感染症や不妊、死のリスクにさらされます。現在、世界に
は女性器切除（FGM）を受けた女の子と女性が少なくとも2億人います。
今年、この有害な慣習の被害に遭うリスクにさらされる女の子は440万
人近くに上ります。つまり1日当たり1万2,000件以上の切除が行われる
ことになります。FGM根絶のためユニセフは、WHOをはじめとする他の
国連諸機関とともに、FGM根絶のための国連共同プログラムにより活動
を続けており、これまでの進展として、FGMは過去30年間減少傾向が続
いています。しかし、2030年までにFGMを根絶するという共通の目標を
達成するためには、さらに的を絞った取り組みが急務です。

ハルツームの学校で行われた女性器切除(FGM)根
絶の日のイベントに参加した子どもたち。

(スーダン、2023年2月撮影)

ユニセフの主な活動分野の中から、ジェンダーの平等について紹介します。

© UNICEF/UN0787133/Fathi

南コルドファンの村で、女性器切除(FGM)や児童婚
のような伝統的な慣習が有害であることについて学
んだ20歳のハリマさん。

(スーダン、2023年11月撮影)

© UNICEF/UNI511469/Awad

〈関連動画〉
ジプチ：女性器切除（FGM）
かつてFGMの施術を行っていた
女性が体験を語っており、現地
の様子が伝わってくる映像です。

歴  史

ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業
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　2月6日の「国際女性器切除根絶の日」は女の子と女性の著しい人権侵
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あるとおり、国際社会は2030年までに女性器切除（ＦＧＭ）の慣習を完全
に根絶することを目指しています。

　子どもにやさしいまちづくり事業は、当初、開発途上国での急速な都市化そして人口増に対処する目的で、始められました。
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ラムに定住せざるを得なくなります。こうした人々がどんどん増えスラムの環境はさらに劣化していきます。特に乳幼児は、こ
うした劣悪な環境の影響を直接に受け、生死にも関わるような状態になります。こうした状況を改善する目的でこの活動は始め
られました。衣食住が満たされると私たちの生活は落ち着いたものになっていきます。しかし、3つの条件の内で、住環境に関し
てはなかなか手が回りませんでした。こうした考え方でこの活動は始まったのです。この事業が継続されると、先進国の子ども
たちの状況が懸念されるようになりました。言うまでもなく、開発途上国の子どもたちと比較すると、彼らの住環境ははるかに
優れています。しかし、子どもの成長は住環境だけでは十分ではありません。子どもが一人の人間として扱われ、社会と関われ
ることなしに、私たちの生活環境は持続できないということがはっきりしてきました。こうしたことから、子どもにやさしいまち
づくり事業は、今では開発途上国と先進国の両方で展開される活動になってきています。（世界の約40カ国で実施されてお
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子どもにやさしいまちとは？
　子どもにやさしいまちとは、子どもの最善の利益を図るべく、子どもの権利条約に明記された子どもの権利を満たすために
積極的に取り組むまちの事です。

　おとなはともすると、子どもを受益者と位置づけ、子どもに対して善意を施すこと、つまり、助けてあげる、守ってあげる対象
として子どもを捉え、これを“やさしい”としてしまいます。しかし、子どもを権利の「客体」として捉えることに加え、権利の「主
体」として、自分が考えていることや思うことを言えること、そしてそれを聞いてもらえることにより、自分に自信を持ち、社会
への積極的な参加意識をもてることが同じように大切です。それを実現するのが子どもにやさしいまちなのです。子どもの権
利を確実に実現するためには、政府や行政だけでなく、市民社会、民間部門、学界、メディアなどの他のステークホルダーや子
ども自身も、子どもにやさしいまちづくりに重要な役割を担っています。

CＦＣＩ（子どもにやさしいまち）とSDGｓ（持続可能な開発目標）
　「誰ひとり取り残さないため」に、2030年までに世界が解決すべき目標を定め
たSDGｓ。子どもの権利を実現し、子どもとともに、よりよいまちを作っていくCＦＣＩ
の実践はSＤＧｓの達成に大きく貢献します。

日本では約7人に一人の子
どもが相対的貧困の状態に
あり、それを放置した場合の
社会的損失はとても大きい
と言われています。

日本でも、自然災害は増え
続けています。子どもを含
めた誰もが取り残されない
持続可能なまちづくりが求
められています。

感染症の拡大は子どもたちの学ぶ環境に
も影響を与えています。子どもたちの学び
を支えることは、持続可能な社会づくりに
つながります。

子どもの権利条約の4原則の
一つが「差別の禁止」です。子
どもの時からジェンダーなど
差別のない「育ち」を推進する
ことが求められています。

　女性器切除(FGM)とは、アフリカや中東、アジアの一部の国々で行わ
れている、女性の性器の一部を切除してしまう慣習です。きわめて強い社
会的な規範に支えられ、家族はその害を知っていても自分の娘にFGMを
受けさせていることが少なくありません。FGMを受けた女の子や女性
は、出血が続き、感染症や不妊、死のリスクにさらされます。現在、世界に
は女性器切除（FGM）を受けた女の子と女性が少なくとも2億人います。
今年、この有害な慣習の被害に遭うリスクにさらされる女の子は440万
人近くに上ります。つまり1日当たり1万2,000件以上の切除が行われる
ことになります。FGM根絶のためユニセフは、WHOをはじめとする他の
国連諸機関とともに、FGM根絶のための国連共同プログラムにより活動
を続けており、これまでの進展として、FGMは過去30年間減少傾向が続
いています。しかし、2030年までにFGMを根絶するという共通の目標を
達成するためには、さらに的を絞った取り組みが急務です。

ハルツームの学校で行われた女性器切除(FGM)根
絶の日のイベントに参加した子どもたち。

(スーダン、2023年2月撮影)

ユニセフの主な活動分野の中から、ジェンダーの平等について紹介します。

© UNICEF/UN0787133/Fathi

南コルドファンの村で、女性器切除(FGM)や児童婚
のような伝統的な慣習が有害であることについて学
んだ20歳のハリマさん。

(スーダン、2023年11月撮影)

© UNICEF/UNI511469/Awad

〈関連動画〉
ジプチ：女性器切除（FGM）
かつてFGMの施術を行っていた
女性が体験を語っており、現地
の様子が伝わってくる映像です。

ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業
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敬称略・50音順にしております（２０２４年２月１日現在）

この度、千葉県ユニセフ協会常務理事に就任しました、ちば国際コンベンションビューローの吉田
和彦です。よろしくお願いします。

世界は貧困や飢餓が蔓延し、ウクライナやガザなどの紛争が絶え間なく起きているのが現実です。
こうした中で、ユニセフは世界中全ての子どもたちの命や権利を守るために活動していますが、募

金は重要な活動のひとつとなっています。例えば、３，０００円ではしか予防接種用ワクチン５４回分を賄
えるそうです。

昨年の１２月ですが、千葉駅西口前広場で「ハンド・イン・ハンド千葉 すべての子どもに予防接種を」
に参加しました。ボーイスカウト、ガールスカウトをはじめとした子どもたちと共に大きな声で行きか
う人々に募金への協力を呼びかけました。何よりも子どもたちの呼びかけは、効果絶大でした。当日の
様子は各報道機関にも取り上げていただきました。この活動は、参加者にとって意義深いものであっ
たばかりではなく、もっと広くユニセフの広報という一石二鳥の効果があったと思います。

私も微力ではありますが、今後ともこうした活動に積極的に参加していきたいと思っていますが、
皆様のより一層のご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。

（公財）ちば国際コンベンションビューロー

代表理事 吉田 和彦

地域の、日本の、世界の平和な未来を創るために
元日の能登半島地震は、平穏な日常生活が自然大災害によって一瞬で壊される怖さと辛さを痛感し

ました。本当なら冬休みが明けて子どもの歓声が響く学校の再開も遅れ影響がありましたが、避難所生
活を強いられた被災者や被災地に支援の輪が広がった善意には救われる思いです。一日も早い復旧・
復興を願っています。

世界情勢を見ると、地政学的なリスクが続いています。ロシア侵攻によるウクライナやイスラエルで、
人為的な武器の使用による紛争によって、多くの子どもたちも犠牲となっています。（自然災害では守れ
ない命がありますが、戦争犠牲者は人の心でなくせます。なぜ戦争が起きるのでしょうか。多くの人や子
どもは平和を望んでいるのに…）。また、世界的な経済格差によって貧困の子どもが医療や教育を受け
られない問題、子どもの人権侵害が解決されていないことにも向き合っていかなければなりません。

明るい未来を思い描くときに、次世代の子どもの夢は希望です。地域メディア千葉日報としては、子ど
も支援に取り組んでいる千葉県ユニセフ協会に協力していくとともに、地域の、日本の、世界の平和な
未来を創るために、子どもたちの夢がかなうよう情報発信をしていきます。

株式会社千葉日報社　
代表取締役社長 中元 広之

役員からのメッセージ

2024年1月27日(土)京葉銀行の大宮グラウ
ンドで行われた同行野球部と小学生野球チーム
印旛ブラザーズ(印西市)の合同練習に千葉県ユ
ニセフ協会として4年ぶりに参加し、ネパールの
水がめ重さ体験、地雷のレプリカを紹介。スポー
ツや遊びは子どもの権利であること、世界には安
心して楽しむことのできない子どもがいることを
お話ししました。野球部のお兄さんたちにアドバ
イスを受け練習する子どもたちのキラキラした
笑顔がとても印象的でした。

京葉銀行野球部・印旛ブラザーズ合同練習

（株）ホテルオークラ東京ベイ

中山俊憲会長を偲んで

ガールスカウトのワールドシンキングデー（世界中のガールスカウトが互いを思いや
り、重要な問題に取り組む特別な日）にあわせてユニセフ教室を開催しました。水がめ運
びの体験、蚊帳の体験、食料分配のワークショップを通して、世界の子どもたちの現状を
学ぶとともに、今の自分たちに何ができるかを学ぶ機会となりました。

（一社）ガールスカウト千葉県連盟
千葉南地区でユニセフ教室を実施しました
実施日：1月27日（土）　会場：木更津中央公民館　参加人数：35名

11月29日実施の第27回理事会・評議員会において、去る2023年11月ご逝去された県協会会長 中山俊憲
様を偲び、会の開催前に参加者全員で黙祷を捧げました。また、会長不在の中,会長代行として県協会をまとめ
ていただいている麻生博章副会長より、「中山会長は、とても温厚でかつ極めて冷静で動揺したところをお見せ
にならないお人柄でした。特にゴルフをご一緒した際も、風の強い日で何度かトラブルに見舞われましたが、決
して動揺されず、冷静に一番安全なショットを選択されて確実にスコアをまとめられていたことが思い起こされ
ます。」と、中山様のお人柄に触れた開会のお言葉をいただきました。

役員会でのお優しい笑顔、県協会として大切な方を失ったのだととても残念です。今年、県協会は設立20周
年を迎えます、中山様とご一緒にお祝いできないのは寂しいばかりですが、新たな年を踏み出して行けたらと思
います。

　ホテルロビーにフォトスポット
を作りユニセフ募金箱を設置。
　また宿泊プラン売り上げの
一部がユニセフ募金に！ （株）ホテルオークラ東京ベイ

美濃地社長より目録をいただきました 企画・運営してくださった みなさん

2023年11月8日（水）～12月25日（月）

募金額合計
272,007円
（ハンド・イン・ハンド）
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募金額合計
272,007円
（ハンド・イン・ハンド）
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会　場：そごう千葉店周辺
活動参加者： 約150名（ボーイスカウト千葉第14団・船橋第3団、

ガールスカウト千葉県第8団・39団・64団・100団、
市原中央高校、コープみらい1区ブロック委員、
阿武松部屋力士、かそりーぬ、ちーべん、ほぺたん、ジェフィ、
ハーティちゃん、千葉県ユニセフ協会役員・ボランティア）

街頭募金活動

募金額：326,650円

会場：JR幕張豊砂駅ロータリー・イオンモール幕張新都心グランドモール
活動参加者： 26名（ガールスカウト千葉県第６団、市原中央高校、コープみ
　　　　　 らい1区ブロック委員、かそりーぬ、ユニセフボランティア）

募金額：37,591円

合計 1,05 1,423円

会場：松戸駅
活動参加者： 約40名（ボーイスカウト松戸第５団・9団、

ガールスカウト千葉県第20団・24団・26団、
佐渡ヶ嶽部屋力士、千葉県ユニセフ協会役員・ボランティア）

募金額：157,380円

やっとできたね！4年振りの街頭募金  みんなで一緒に  がんばりました

コロナ禍で途絶えていた「ハンド・イン・ハンド」の街頭募金、ボースカウト、ガールスカウト、阿武松部屋、
佐渡ヶ嶽部屋、市原中央高校、コープみらい1区ブロック委員のみなさんとの活動を通してみんなの心が一
つになって、多くのご協力をいただきました。ハンド・イン・ハンド　みんなの手と手がつながり、世界の子ど
もたちにもこの思いか繋がっていくんだなあと実感する一日となりました。

実施日：１２月1０日（日）

ガールスカウト千葉県
第39団から募金贈呈

東京新聞 12月12日 掲載

千葉日報 12月12日 掲載

募金活動を振り返りコメントいただきました 首藤専務理事(左) 吉田常務理事(右) 

多くの方が参加  会場は満席でした トークセッション

となりました。ボーイスカウ  ト・ガールスカウト、役員の
皆さま、募金活動にご協力  いただいた方々に、また足
を止め募金してくださった  皆さま、講演会はじめイベ
ントにご参加下さった方々に  心より御礼申し上げます。

昨年に引き続き、美術・絵本評論家で作家の松本猛さんに講演をしていただきま
した。今回は特に長年つながりの深い黒柳徹子さんが、ウクライナを始め世界の多
くの国や地域で起こっている紛争に心を痛めていることや発刊間もない著書『続 窓
際のトットちゃん』についてもお話をしてくださいました。

またさらに、松本さんは国内外の絵本作家のすぐれた作品を多くの人に広めたい
との思いがあり、それらの作品の中には昨今起きている海外の紛争を知る上で参考
になる作品も多く、それらの作品を実際に紹介してくださいました。例えば、1970
年ごろのベトナム戦争を書いた長新太の「へんですねえへんですねえ」。また、太平
洋戦争を描いた「なきむしせいとく」「猫は生きている」「広島の原爆」、母ちひろさん
が書かれた「戦火の中の子どもたち」など、戦争や紛争に関した絵本を映像を交えて
お話してくださり、絵本を通して平和を訴えたいとおっしゃっていました。

最後に、本を読む機会が減ってきている今、子どもたちには、音楽や絵と同じで本
を読むことで想像力を養うことができるので、多くの本・絵本を読んで欲しいとおっ
しゃっていました。

日　時：12月８日（金） 14:00 ～ 15:45
会　場：千葉市美術館  11階 講堂
参加者：95名
募金額：68,993円　

ご協力ありがと  うございました
街頭募金をはじめ、講演会・ゴ ルフ・チャリティーボッチャなど、

「ハンド・イン・ハンド千  葉」としての募金総額は

佐渡ヶ嶽部屋、市原中央高校、コープみらい1区ブロック委員のみなさんとの活動を通してみんなの心が一
つになって、多くのご協力をいただきました。ハンド・イン・ハンド　みんなの手と手がつながり、世界の子ど
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新聞・テレビで

当日の様子が

報道されました

開会式

閉会式

募金活動

千葉テレビの
ニュースでも

取り上げられました。
ニュース映像は
こちらから⇒

外国コイン、
使用済み切手を
たくさん持参して
いただきました▶

２０２３年テーマ
～すべての子どもに予防接種を～

4年ぶりの街頭募金をはじめとして、サポートゴル
フ大会、松本猛さん講演会  そして、初めて開催し
たクリスマスチャリティーボッチャなど様々なイベ
ントをとおして多くの方にご協力をいただきました

ハンド・イン・ハンド千葉

松本猛さん講演会
「続 窓ぎわのトットちゃん」と
　　　　　紛争が続発する現代社会

松本猛さん講演会
「続 窓ぎわのトットちゃん」と
　　　　　紛争が続発する現代社会
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●具体的・本質的な内容の話に
引き込まれて、時間の経つのが
あっという間だった。子どもたち
の将来を憂えてしまう。
●ウクライナの方々が、苦しみの
中、精一杯日常を守り、心を支
え合って生きておられる様子に
胸が詰まりました。
●武力ではなく、話し合いで解決
しようという、若い人のメッセー
ジが印象に残った。
●日本にいる自分の無力感を強
めていましたが、諦めず、できる
こと・やるべきことを考え続けて
いきたいと思います。

第18回ユニセフサポートゴルフ大会
11月28日（火）　鹿野山ゴルフ倶楽部
参加者：130名
募金額： 325,000円 ※参加費の一部をハンド・イン・ハンド募金といたしました
   48,998円 ※ワンオンチャレンジ及び募金箱他をガザ人道支援緊急募金と
　　　　　　　　　　 してご協力いただきました
協　賛： （株）千葉銀行、（株）京葉銀行、千葉テレビ放送（株）、石井食品（株）、（株）和郷、キリンビバレッジ（株）、（株）伊藤園、
 東京湾フェリー（株）、ベイエフエム（株）、龍宮城スバホテル三日月、東京サラヤ（株）、キッコーマン（株）、和倉酒造（株）、
 （株）真田本店、（株）WATANABE、（株）グリーンタワー、連合千葉、アサヒビール（株）、
 ジェフユナイテッド（株）、（株）マザー牧場、房総開発、鹿納会、生活協同組合コープみらい千葉県本部

県協会役員のみなさまはじめ、多くの方にご参加いただきました 総合優勝 女性の部優勝

　第18回ユニセフサポートゴルフ大会、台風を思わせるような大風が吹き、参加のみなさまは大変だったかと思いますが、無事に参加者
130名がプレーを終え、笑顔で久しぶりの表彰式となりました。今回はホールインワンを達成した方もいらっしゃいました。初参加の方から
18回すべて参加の方もいらっしゃり、世界の子どもたちへの支援につながる本大会をこれからも事務局として頑張っていきたいと思います。

ユニセフ国際理解講座

　２０２２年２月ロシアのウクライナ侵攻が始まってから、玉本さんは２度ウクライナに取材に行き、ウクライナの現在の様子とそこで暮らす
人々のことを伝えてくださいました。
　ウクライナは、人口約４４００万人、面積日本の約１．６倍、ウクライナ語とロシア語が主な言語の国です。広い農地が広がり、生産された小麦
は広く輸出されています。映画「ひまわり」で有名になった向日葵は、揚げ物油になるそうです。また、コサックダンスは人々に親しまれている
ウクライナの伝統芸術です。そんなウクライナが、ロシアからの侵攻で各地で人々がミサイルや砲弾の犠牲になっています。
　玉本さんが取材した町のひとつ、南部オデーサは、前線から少し離れているということもあり、人びとは通りを歩き、仕事をし、公園では子
どもたちが遊ぶ姿を見ることができます。しかし、ミサイルなどの攻撃が頻繁に起きるため、住民たちは不安な中、日々を生きています。勿
論、何時爆撃されるかわからないという危機感はあります。地下避難所（退避シェルター）のある学校は対面授業を行っていました。国外など
へ避難している友達も多くいるため、子どもたちは普通の生活が戻り、離ればなれになった友達が帰ってくることを願っています。ウクライナ
の学校破壊は全土で１３００以上あり、現在、対面授業を受けている子どもたちが三分の一で、他はオンライン授業もしくは、学校へ行ってい
ないとのこと。小さな子どもたちにとって対面授業ができないことはとても辛いことです。
　前線に近いオリヒウは、砲弾など攻撃に耐えず脅かされています。多くの住宅は破壊され、残ったお年寄りなどの住民は、建物の地下など
に避難しています。お年寄りが町を離れることができないのは、わずかな年金では他の町に避難して、部屋を借りたりすることもできず、生活
できないことなどがあげられます。玉本さんが昨年の5月に取材した避難所になっていた学校が、その２か月後にロシア軍の攻撃で破壊され
７人の市民が亡くなりました。これがウクライナの現実です。
　現時点でウクライナ市民の死者は１万人以上、国内避難民は60０万人（内250万人は子ども）だそうです。ウクライナには、家族を亡くした
子どもたち、故郷を離れた子どもたちがたくさんいます。ユニセフは、ウクライナ全土にスピルノ・チャイルド・スポットという、子どもたちが
遊んだり、心のケアができる小さな施設をつくりました。そこでは子どもたちは、おもちゃに夢中になったり、スタッフとゲームをしたりして、
笑顔を見せていました。スピルノ・チャイルド・スポットで子どもたちをサポートしているのは、地元の若者たちです。
　講演の終わりに、戦火の中で暮らす若者たちの話がありました。彼らはK-POPダンスを踊ったり日本のアニメを楽しんだりしています。「踊
る」ことは、友達と繋がっていることを感じる命綱のようなもの、「コスプレ」することにより心の安らぎが得られるそうです。そして、「日常を続
けることが自分たちにできる抵抗であり、戦争に負けないことである。」「子どもたちに伝えたいのは、対話で解決することがなによりも大事。
戦争が始まってしまうと止めるのは容易ではない」と
いう若者たちのことばが心に残りました。
　この講演から、私たちは同じ時代に生きる人々に心
を寄せ、何ができるか考え続けなければならないとい
うメッセージを頂きました。

ユニセフ・クリスマスチャリティボッチャ
12月23日（土）　会場：栄町立安食小学校体育館
後　援:栄町・栄町教育委員会　　協　賛：（株）ハルディン
参加者：54名
協　力： 千葉県ボッチャ協会（千葉誠さん他2名）・栄町教育委員会・
 栄町スポーツ推進委員・ガールスカウト千葉県第91団
募金額：28,022円 ※ハンド・イン・ハンド募金といたしました

各コートの優勝チームに表彰状をお渡ししました
Aコート Bコート Cコート Dコート

受付に協力の
ガールスカウト

模擬ゲーム ボッチャ
初体験の町長

栄町スポーツ推進委員さん ボッチャプレーの様子

参加者全員で記念撮影

橋本町長挨拶

千葉さんによる
ボッチャ説明

参加賞として色とりどりの
カラーをお渡ししました

　千葉県ボッチャ協会副会長の千葉誠さんを指導者にお迎えして、クリス
マスチャリティボッチャを実施しました。開会式では栄町町長 橋本浩様にご
挨拶をいただきました。また千葉さんによるボッチャ競技の説明とともに模
擬ゲームも実施し、橋本町長にもご参加いただきました。審判は栄町スポー
ツ推進委員の方が行い、幼児から高齢の方まで4つのコートに分かれゲー
ムを楽しみました。総当たり戦でゲームが進み、投げるたびに上手になって
いく子どもたち、経験者の方からは、アドバイスの声かけがあったりと、知り
合ったばかりの方々との会話が弾みました。コートごとの優勝チームに千葉
さんから賞状が手渡され、参加者には、（株）ハルディン様から提供された色
とりどりのカラーなどをお渡ししました。
　誰でも参加できるスポーツ「ボッチャ」、
和気あいあいとした雰囲気、このような場
作りがもっと広がるといいなと感じる一日
でした。

講演会に参加された方からの
アンケート 一部紹介

ジャーナリスト玉本英子さん ウクライナ取材報告会
ウクライナ 戦火の市民を見つめて ～私たちにできること～
日　時：１月２８日（日）１３：３０～１５：３０
会　場：千葉市生涯学習センター地下１階小ホール
参加者：３６名
講　師：玉本英子氏（ジャーナリスト・アジアプレス所属）
募金額：１５，９８０円（ウクライナ緊急募金）

玉本英子さん

ユニセフのスピルノ・チャイルド・スポットで遊ぶ子どもたち © UNICEF/UN0781865/Khomenko
講演会終了後

玉本さんを囲んでボランティア会

アンケート回収

ハンド・イン・ハンド千葉

世界の子どもたちに
ユニセフ募金を

届けよう届けよう
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引き込まれて、時間の経つのが
あっという間だった。子どもたち
の将来を憂えてしまう。
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Aグループのみなさん Bグループのみなさん

10月28日（土） 9時30分～ 12時30分
参加者：大人 51名　子ども 6名　合計 ５７名
後　援：千葉県、東金市、東金市教育委員会
協　賛：生活協同組合コープみらい千葉県本部、（株）東京サラヤ、
　　　 竹田屋東金店、川嶋商店
協　力：千葉県立東金高等学校、船橋歩こう会、最福寺、本漸寺
募金額：参加費　　26,700円（一般募金）
　　　 募金箱他　41,968円（ガザ人道危機緊急募金）

10/28(土)ユニセフ・ラブウォーク IN 東金
11月23日（祝・木） 9時30分～ 13時00分
参加者：参加者　大人108名　子ども　26名　幼児1名　合計　１３５名
共　催：千葉県立房総のむら指定管理者（公財）千葉県教育振興財団房総のむら
後　援：千葉県、千葉県教育委員会、成田市、成田市教育委員会、栄町、栄町教育委員会
協　賛：生活協同組合コープみらい千葉県本部、（株）東京サラヤ、ホテル日航成田、
　　　 （株）ハルディン、日本食研ホールディングス（株）
協　力：栄町役場、栄町文化財サポーター、酒直台有志、まちづくり大学、
　　　 船橋歩こう会、（株）東京サラヤ
募金額：参加費　59,200円（一般募金）　募金箱他　17,311円（ガザ人道危機緊急募金）

11/23(祝・木)ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら

　東金は家康公が鷹狩りに訪れた家康公ゆかりの地。スタートゴールとなった東金高校は、家康を出迎
えるためにつくられた東金御殿のあった場所です。高校のお隣にある本漸寺では家康公お手植えみかん
の見学、八鶴湖の対岸にある最福寺では家康公と日善上人の銅像を見ながら、江戸時代の始まりについ
ても思いをはせました。日吉神社、旧多田屋社屋の見学もルートとしました。今回の目玉は、丸山公園で
の水がめ運びと地雷の見学、世界のトイレについてのお話しでした。当日は、拠点会場となった、東金高校
の生徒さんたちが大活躍。受付・司会・ポイントでの誘導や説明などを通し、参加者のみなさんとの交流
の場ともなりました。

　今年で14回目となる「ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら」135名の参加者が約5キロのコースを楽しみました。開会式では、「房総のむら」
岩﨑雅夫館長、栄町 橋本浩町長、藤ヶ崎功教育長にご挨拶をいただきました。全員で準備体操を行い、20名程度の7つのグループに分かれ、時
間差でスタートしました。リニューアルした風土記の丘資料館の見学後、展示されている「浅間山古墳、101号古墳」を実際に見学し、文化財サ
ポーターの皆さんの説明で地域の歴史に触れることができました。古墳広場では、ユニセフの支援品「蚊帳」の体験も実施し、ユニセフの活動を
紹介しました。ゴール後、クイズの答え合わせをし、ご協賛社様よりご提供いただいた参加賞・お楽しみ抽選会の商品をお渡しし、自由解散となり
ました。子どもたちには東京サラヤ（株）様のご協力で、石けんの手作り体験も実施し、ゴールした後の楽しい時間となりました。

東金高校の生徒さん・協力者の方たちと記念撮影

房総のむらの入り口では
マスコットキャラクター
ぼうじろーがお出迎え

　　　　　　　　　　

受付

川嶋商店
ところてん

コープみらい
商品詰め合わせ

ちひろトートバック東京サラヤ
お掃除セット

竹田屋東金店
お食事券

司会進行

参加者みんなで
一生懸命歩きました

マラリアから命を守る蚊帳を
紹介し入ってもらいました

浅間山古墳で説明する
栄町文化財サポーターさん

リニューアルオープンした
風土記の丘資料館を見学しました

ゴール後に子どもたちは
石けん手作り体験

都内から
2時間以上かけて
参加してくれた

高校生もいました

ご協力の東京サラヤのみなさん

東金高校記念館 東金高校　
小倉校長先生

事務局長より
挨拶・説明

家康チーム

秀忠チーム

家光チーム

岩﨑館長 橋本町長 藤ヶ崎教育長

吉宗チーム

慶喜チーム

お楽しみ抽選会当たりました♡

ご協力者・スタッフのみなさんと記念撮影
ホテル日航成田

ランチバイキング券
東京サラヤ
お掃除セット

日本食研
ホールディングス

焼肉のたれ
ハルディン

ポインセチア

お楽しみ抽選会当たりました

開会式の様子

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

本漸寺お手植え蜜柑 切通し 権現滝

神猿の説明

日吉神社本殿までの杉並木

日吉神社

最福寺　家康・日善上人ブロンズ像

旧多田屋店舗前で説明

お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡お楽しみ抽選会当たりました♡

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

神猿の説明神猿の説明神猿の説明神猿の説明神猿の説明神猿の説明神猿の説明神猿の説明

最福寺　家康・日善上人ブロンズ像最福寺　家康・日善上人ブロンズ像最福寺　家康・日善上人ブロンズ像最福寺　家康・日善上人ブロンズ像
地雷の展示・説明に聞き入りました

水がめの重さ体験
水の大切さを学びました

スタッフによる
司会進行

栄町役場の方による
体操指導

開会式でご挨拶いただきました

東金高校の
みなさんが

大活躍
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Aグループのみなさん Bグループのみなさん

10月28日（土） 9時30分～ 12時30分
参加者：大人 51名　子ども 6名　合計 ５７名
後　援：千葉県、東金市、東金市教育委員会
協　賛：生活協同組合コープみらい千葉県本部、（株）東京サラヤ、
　　　 竹田屋東金店、川嶋商店
協　力：千葉県立東金高等学校、船橋歩こう会、最福寺、本漸寺
募金額：参加費　　26,700円（一般募金）
　　　 募金箱他　41,968円（ガザ人道危機緊急募金）

10/28(土)ユニセフ・ラブウォーク IN 東金
11月23日（祝・木） 9時30分～ 13時00分
参加者：参加者　大人108名　子ども　26名　幼児1名　合計　１３５名
共　催：千葉県立房総のむら指定管理者（公財）千葉県教育振興財団房総のむら
後　援：千葉県、千葉県教育委員会、成田市、成田市教育委員会、栄町、栄町教育委員会
協　賛：生活協同組合コープみらい千葉県本部、（株）東京サラヤ、ホテル日航成田、
　　　 （株）ハルディン、日本食研ホールディングス（株）
協　力：栄町役場、栄町文化財サポーター、酒直台有志、まちづくり大学、
　　　 船橋歩こう会、（株）東京サラヤ
募金額：参加費　59,200円（一般募金）　募金箱他　17,311円（ガザ人道危機緊急募金）

11/23(祝・木)ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら

　東金は家康公が鷹狩りに訪れた家康公ゆかりの地。スタートゴールとなった東金高校は、家康を出迎
えるためにつくられた東金御殿のあった場所です。高校のお隣にある本漸寺では家康公お手植えみかん
の見学、八鶴湖の対岸にある最福寺では家康公と日善上人の銅像を見ながら、江戸時代の始まりについ
ても思いをはせました。日吉神社、旧多田屋社屋の見学もルートとしました。今回の目玉は、丸山公園で
の水がめ運びと地雷の見学、世界のトイレについてのお話しでした。当日は、拠点会場となった、東金高校
の生徒さんたちが大活躍。受付・司会・ポイントでの誘導や説明などを通し、参加者のみなさんとの交流
の場ともなりました。

　今年で14回目となる「ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら」135名の参加者が約5キロのコースを楽しみました。開会式では、「房総のむら」
岩﨑雅夫館長、栄町 橋本浩町長、藤ヶ崎功教育長にご挨拶をいただきました。全員で準備体操を行い、20名程度の7つのグループに分かれ、時
間差でスタートしました。リニューアルした風土記の丘資料館の見学後、展示されている「浅間山古墳、101号古墳」を実際に見学し、文化財サ
ポーターの皆さんの説明で地域の歴史に触れることができました。古墳広場では、ユニセフの支援品「蚊帳」の体験も実施し、ユニセフの活動を
紹介しました。ゴール後、クイズの答え合わせをし、ご協賛社様よりご提供いただいた参加賞・お楽しみ抽選会の商品をお渡しし、自由解散となり
ました。子どもたちには東京サラヤ（株）様のご協力で、石けんの手作り体験も実施し、ゴールした後の楽しい時間となりました。

東金高校の生徒さん・協力者の方たちと記念撮影
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使用済み切手によるユニセフ募金

みなさまからから届いた使用済み切手

２０２３年度報告 ～ご協力ありがとうございました～
(２０２3年１月１日～１２月３１日)募金総額

多くの皆さまにご協力いただき、すべての目標額を達成する
ことができました。　ありがとうございました。
＊フレンドネーションは上記の募金額に含まれまています。

２０,６８５,４３０円（204件）
2023年千葉県ユニセフ協会が実施した
フレンドネーション（オンライン募金）

一般募金（８６件） 19,3１７，０９４円
ウクライナ緊急募金（40件） 359,567円
自然災害緊急募金（58件） 779,342円
アフリカ栄養危機募金（12件） 79,425円
ガザ人道危機緊急募金（6件） 142,740円
人道危機緊急募金（1件） 6,666円
マダガスカル水と衛生募金（1件） 656円

＊募金振込みの際、Ｋ１－１２０　千葉県ユニセフ協会と記入してくださった協力者
  千葉県ユニセフ協会　フレンドネーション（オンライン募金）協力者

みなさまからから届いた外国コイン

使用済み切手・コイン仕分けの様子

お送りいただいた切手を仕分け作業後フクオ様に
送付したのは、国内切手181キロ外国切手2,045グラム
となり、９２，５４５円がユニセフ募金となりました。

使用済み切手・外国コイン募金にご協力いただいた企業・団体（順不同）（掲載可の企業、団体のみ掲載しています。）
コープ薬円台店、三菱ケミカルアクア・ソリューションズ(株)、(株)Y’s Auto Company、昭和マテリアル(株)、(株)ケイハイ、アキツ工業
(株)、鳥山会計、(株)サンワンシステム、橘俳句会、ブリヂストン労働組合本社支部、(株)玉屋、(株)ナカシマホールディングス、泉大津市社
会福祉協議会、(株)ハートコーポレイション、(株)ジツダヤ、芙蓉建設(株)、(株)五大工業、(株)音映システム、新興細巾織物(株)、コープみ
らい千葉4区ブロック委員会、IJC建設(株)、ボーイスカウト船橋第3団、(株)エクロール、中央工機産業(株)京浜営業所、富士スチール
(株)、東京学館高等学校ボランティア同好会、(株)コマツ製作所、さいたま保護観察所、(株)山岸工業、(株)ニルス、大和ハウス工業(株)栃
木二宮工場、ハマダスポーツ企画(株)・(株)JPN、京葉都市開発(株)、(株)ホテルオークラ東京ベイ、音部(株)、（一社）ガールスカウト千葉
県連盟、コープみらい習志野介護センター、(株)島貫土建、雲仙市立千々石第一小学校、(株)デザインアーク名古屋支店、八尾市ボラン
ティア教育振興会国際支援ボランティア部、日蓮宗千葉県西部社会教化事業協会、足利市女性団体連絡協議会、(株)ホンダカーズ浜松、
(株)札幌通信システム、日本電産グローバルサービス(株)、茨城県ユニセフ協会、茂原ボランティア会、コープみらい千葉県本部参加と
ネットワーク推進部、イオンディライトコネクト(株)、テルウェル東日本(株)東関東支店、青森市新町商店街振興組合、大分教区仏教婦人会
連盟、(株)トウペ、(有)メイコウデンキ、フジ産業(株)、ガールスカウト千葉県第64団、日工産業(株)、(株)マスク、アルドールテニスステー
ジ(株)、千葉県生活協同組合連合会、タマパック(株)、糸島市国際交流協会、シダックスフードサービス(株)東北支店、新千葉建設(株)、東
京産業(株)相模原支店、(株)北芝建設、グループホーム常楽、四日市合成(株)、(株)横浜銀行、(株)エスタ、積水樹脂(株)広島東城製造所、
コープみらい市川センター、進修第2幼稚園、千葉県庁生活協同組合、(株)北原造園、滋賀県済生会看護専門学校、アカカベ茄子作薬局、
(株)新宮クリーンランド、岩上鋼材(株)、大野こころのクリニック、NECネッツエスアイ(株)北海道支店、第一サッシ工業(株)、京葉ガスエナ
ジーソリューション(株)、コーユーロジックス(株)中部エリアセンター、 (株)マイクロテック、(株)カンセツ、船橋歩こう会、コーププラザ東
葛、金山国際司法書士事務所、IJC建設(株)、(株)プロテイク、(株)コマツ製作所関西支社、千葉市国際交流協会、聖籠町社会福祉協議会、
中山身語正宗大本山瀧光徳寺、ENEOS(株)北海道支店、コープみらい四街道介護センター、あしすと鍼灸マッサージ院、 (株)イトウ林
産、千葉県市町村職員共済組合職員労働組合女性部、(株)トラベルマスターズ、コーラスいちょうの会、トピー実業(株) 、井上金属(株)、
(株)財形戦略研究所、三菱オートリース(株)中部営業本部、千葉トヨタ自動車労働組合、(有)一蘭 一蘭の森 緑、苅田町役場、(株)秀拓、ち
ばぎんVネットクラブ、医療法人広島健康会アルパーク検診クリニック、(株)RVランド、(株)不動テトラ中部支店、(株)サイト、特定医療法人
雄博会千住病院、(株)レガーロ、さわやかちば県民プラザ、(株)合通カシロジ、東京産業(株)相模原支店、ジャパンクリーンプラント(株) 、
シーサイド湯河原、リハプライド船橋丸山、(株)入野土木、(有)ペシェ・ミニョン函館OFFICE、(有)新生社、三機工業(株)北陸支店、(株)ピー
プルフォーカス・コンサルティング、(株)岩澤設計、(有)ひかり薬局、(一社)中津耶馬渓観光協会、(株)トーハンスチール

ユニセフ教室の紹介

なぜ戦争が起きるの？～世界のこれまでと私たちのこれから～
君津市周西公民館　人権講座　2024年1月20日（土）

　2022年ロシアのウクライナ侵攻、そして2023年10月ガザ地区での戦闘と、目まぐるしく世界の情勢が変化し、報道されます。君津市周西公
民館より、講師派遣依頼書が届き、テーマは、「なぜ戦争が起きるの？」ＳＤＧｓ目標16 平和と公正をすべての人に！という大きな目標に向けて進
んでいる世界であるはずなのに、なぜ戦争は起きるのだろう？千葉県ユニセフ協会としてお話しできることは、今の現状と、その現状に対してユ
ニセフが行っている支援内容。地雷についてなど限られた内容でしかありません。それでも参加の方々が一生懸命に耳を傾けてくださり、参加
者同士の意見交換など活発に行い、戦争について考える場が持てたこと。とてもありがたく思いました。当日参加者の感想を抜粋します。

　災害は一瞬にして「日常」を奪い、私たちを不安に陥れます。おとなでさえ自分たちのことで手一杯になってしまいがちな状況の中、子ども
たちが抱える不安の大きさは想像に難くありません。
　被災地だけではありません。被災地の状況がテレビで繰り返し、そして長時間にわたって伝えられた2011年3月の東日本大震災では、多く
の専門家が、画面を通じて子どもたちが受ける影響を指摘しました。
　子どもの心に落ち着きを与え、トラウマ（心的外傷）の傷口を最小限にするため、専門家やボランティアではなく、普段から一番身近にいる
あなたしかできないことがあります。

●子どもの権利条約について、日常の生活で語られるようにしないといけないと思った。
　「命」と「戦争」の問題について、さらに深めて学んでいきたい。
●戦争のこと、平和の大切さを次世代につなげたい。
●子どもたちの明日が不安だらけです。子ども、孫に話し続けていきたい。
●なかなかあらためて平和のことを話す機会はないので、今日はウクライナ、ガザのことやそれ以外にもたく

さん紛争が起こっていることに驚きました。自分から知ろうとしないと見えないことは多いと思いました。

参加しての感想（一部抜粋）

令和6年能登半島沖地震により被害に遭われた皆さまへ、心からのお見舞いを申し上げます。
あらゆる自然災害で、最も困難な状況に置かれてしまうのは子どもたちです。子どもたちは身近なおとなの助けを
必要としている場合があります。災害時における子どもの心のケアを紹介します。

災害時の子どもの心のケア
一番身近なおとなにしか出来ないこと

 「助けて」と言わなくても、普段通りに過ごしているように見えても、子どもたちは、身近なおとなの助けを必要としています。ここでは、災害
時に子どもたちの心のケアを行う、4つのポイントをご紹介します。

「安らぎ」は「心のケア」の第一歩。
その「第一歩」が子どもの回復力を左右します。あなたの力で子どもたちに「安らぎ」を与えてください。

1 2 3 4
「安心感」を与える 「日常」を

取り戻すことを助ける
被災地の映像を
繰り返し見せない

子どもは自ら回復
する力があることを
理解し、見守る

ユニセフ外国コイン募金
日本ユニセフ協会に
外国コイン33.5㎏を送付しました。

地雷のレプリカ 水がめ運び体験 熱心に話をきく参加者
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使用済み切手によるユニセフ募金

みなさまからから届いた使用済み切手

２０２３年度報告 ～ご協力ありがとうございました～
(２０２3年１月１日～１２月３１日)募金総額

多くの皆さまにご協力いただき、すべての目標額を達成する
ことができました。　ありがとうございました。
＊フレンドネーションは上記の募金額に含まれまています。

２０,６８５,４３０円（204件）
2023年千葉県ユニセフ協会が実施した
フレンドネーション（オンライン募金）

一般募金（８６件） 19,3１７，０９４円
ウクライナ緊急募金（40件） 359,567円
自然災害緊急募金（58件） 779,342円
アフリカ栄養危機募金（12件） 79,425円
ガザ人道危機緊急募金（6件） 142,740円
人道危機緊急募金（1件） 6,666円
マダガスカル水と衛生募金（1件） 656円

＊募金振込みの際、Ｋ１－１２０　千葉県ユニセフ協会と記入してくださった協力者
  千葉県ユニセフ協会　フレンドネーション（オンライン募金）協力者

みなさまからから届いた外国コイン

使用済み切手・コイン仕分けの様子

お送りいただいた切手を仕分け作業後フクオ様に
送付したのは、国内切手181キロ外国切手2,045グラム
となり、９２，５４５円がユニセフ募金となりました。

使用済み切手・外国コイン募金にご協力いただいた企業・団体（順不同）（掲載可の企業、団体のみ掲載しています。）
コープ薬円台店、三菱ケミカルアクア・ソリューションズ(株)、(株)Y’s Auto Company、昭和マテリアル(株)、(株)ケイハイ、アキツ工業
(株)、鳥山会計、(株)サンワンシステム、橘俳句会、ブリヂストン労働組合本社支部、(株)玉屋、(株)ナカシマホールディングス、泉大津市社
会福祉協議会、(株)ハートコーポレイション、(株)ジツダヤ、芙蓉建設(株)、(株)五大工業、(株)音映システム、新興細巾織物(株)、コープみ
らい千葉4区ブロック委員会、IJC建設(株)、ボーイスカウト船橋第3団、(株)エクロール、中央工機産業(株)京浜営業所、富士スチール
(株)、東京学館高等学校ボランティア同好会、(株)コマツ製作所、さいたま保護観察所、(株)山岸工業、(株)ニルス、大和ハウス工業(株)栃
木二宮工場、ハマダスポーツ企画(株)・(株)JPN、京葉都市開発(株)、(株)ホテルオークラ東京ベイ、音部(株)、（一社）ガールスカウト千葉
県連盟、コープみらい習志野介護センター、(株)島貫土建、雲仙市立千々石第一小学校、(株)デザインアーク名古屋支店、八尾市ボラン
ティア教育振興会国際支援ボランティア部、日蓮宗千葉県西部社会教化事業協会、足利市女性団体連絡協議会、(株)ホンダカーズ浜松、
(株)札幌通信システム、日本電産グローバルサービス(株)、茨城県ユニセフ協会、茂原ボランティア会、コープみらい千葉県本部参加と
ネットワーク推進部、イオンディライトコネクト(株)、テルウェル東日本(株)東関東支店、青森市新町商店街振興組合、大分教区仏教婦人会
連盟、(株)トウペ、(有)メイコウデンキ、フジ産業(株)、ガールスカウト千葉県第64団、日工産業(株)、(株)マスク、アルドールテニスステー
ジ(株)、千葉県生活協同組合連合会、タマパック(株)、糸島市国際交流協会、シダックスフードサービス(株)東北支店、新千葉建設(株)、東
京産業(株)相模原支店、(株)北芝建設、グループホーム常楽、四日市合成(株)、(株)横浜銀行、(株)エスタ、積水樹脂(株)広島東城製造所、
コープみらい市川センター、進修第2幼稚園、千葉県庁生活協同組合、(株)北原造園、滋賀県済生会看護専門学校、アカカベ茄子作薬局、
(株)新宮クリーンランド、岩上鋼材(株)、大野こころのクリニック、NECネッツエスアイ(株)北海道支店、第一サッシ工業(株)、京葉ガスエナ
ジーソリューション(株)、コーユーロジックス(株)中部エリアセンター、 (株)マイクロテック、(株)カンセツ、船橋歩こう会、コーププラザ東
葛、金山国際司法書士事務所、IJC建設(株)、(株)プロテイク、(株)コマツ製作所関西支社、千葉市国際交流協会、聖籠町社会福祉協議会、
中山身語正宗大本山瀧光徳寺、ENEOS(株)北海道支店、コープみらい四街道介護センター、あしすと鍼灸マッサージ院、 (株)イトウ林
産、千葉県市町村職員共済組合職員労働組合女性部、(株)トラベルマスターズ、コーラスいちょうの会、トピー実業(株) 、井上金属(株)、
(株)財形戦略研究所、三菱オートリース(株)中部営業本部、千葉トヨタ自動車労働組合、(有)一蘭 一蘭の森 緑、苅田町役場、(株)秀拓、ち
ばぎんVネットクラブ、医療法人広島健康会アルパーク検診クリニック、(株)RVランド、(株)不動テトラ中部支店、(株)サイト、特定医療法人
雄博会千住病院、(株)レガーロ、さわやかちば県民プラザ、(株)合通カシロジ、東京産業(株)相模原支店、ジャパンクリーンプラント(株) 、
シーサイド湯河原、リハプライド船橋丸山、(株)入野土木、(有)ペシェ・ミニョン函館OFFICE、(有)新生社、三機工業(株)北陸支店、(株)ピー
プルフォーカス・コンサルティング、(株)岩澤設計、(有)ひかり薬局、(一社)中津耶馬渓観光協会、(株)トーハンスチール

ユニセフ教室の紹介

なぜ戦争が起きるの？～世界のこれまでと私たちのこれから～
君津市周西公民館　人権講座　2024年1月20日（土）

　2022年ロシアのウクライナ侵攻、そして2023年10月ガザ地区での戦闘と、目まぐるしく世界の情勢が変化し、報道されます。君津市周西公
民館より、講師派遣依頼書が届き、テーマは、「なぜ戦争が起きるの？」ＳＤＧｓ目標16 平和と公正をすべての人に！という大きな目標に向けて進
んでいる世界であるはずなのに、なぜ戦争は起きるのだろう？千葉県ユニセフ協会としてお話しできることは、今の現状と、その現状に対してユ
ニセフが行っている支援内容。地雷についてなど限られた内容でしかありません。それでも参加の方々が一生懸命に耳を傾けてくださり、参加
者同士の意見交換など活発に行い、戦争について考える場が持てたこと。とてもありがたく思いました。当日参加者の感想を抜粋します。

　災害は一瞬にして「日常」を奪い、私たちを不安に陥れます。おとなでさえ自分たちのことで手一杯になってしまいがちな状況の中、子ども
たちが抱える不安の大きさは想像に難くありません。
　被災地だけではありません。被災地の状況がテレビで繰り返し、そして長時間にわたって伝えられた2011年3月の東日本大震災では、多く
の専門家が、画面を通じて子どもたちが受ける影響を指摘しました。
　子どもの心に落ち着きを与え、トラウマ（心的外傷）の傷口を最小限にするため、専門家やボランティアではなく、普段から一番身近にいる
あなたしかできないことがあります。

●子どもの権利条約について、日常の生活で語られるようにしないといけないと思った。
　「命」と「戦争」の問題について、さらに深めて学んでいきたい。
●戦争のこと、平和の大切さを次世代につなげたい。
●子どもたちの明日が不安だらけです。子ども、孫に話し続けていきたい。
●なかなかあらためて平和のことを話す機会はないので、今日はウクライナ、ガザのことやそれ以外にもたく

さん紛争が起こっていることに驚きました。自分から知ろうとしないと見えないことは多いと思いました。

参加しての感想（一部抜粋）

令和6年能登半島沖地震により被害に遭われた皆さまへ、心からのお見舞いを申し上げます。
あらゆる自然災害で、最も困難な状況に置かれてしまうのは子どもたちです。子どもたちは身近なおとなの助けを
必要としている場合があります。災害時における子どもの心のケアを紹介します。

災害時の子どもの心のケア
一番身近なおとなにしか出来ないこと

 「助けて」と言わなくても、普段通りに過ごしているように見えても、子どもたちは、身近なおとなの助けを必要としています。ここでは、災害
時に子どもたちの心のケアを行う、4つのポイントをご紹介します。

「安らぎ」は「心のケア」の第一歩。
その「第一歩」が子どもの回復力を左右します。あなたの力で子どもたちに「安らぎ」を与えてください。

1 2 3 4
「安心感」を与える 「日常」を

取り戻すことを助ける
被災地の映像を
繰り返し見せない

子どもは自ら回復
する力があることを
理解し、見守る

ユニセフ外国コイン募金
日本ユニセフ協会に
外国コイン33.5㎏を送付しました。

地雷のレプリカ 水がめ運び体験 熱心に話をきく参加者
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岐阜県ユニセフ協会と
オンライン交流会

■栄町
●11月10日（金）
　栄町まちづくり大学
●11月21日(火)～28日(火)
　ユニセフパネル展
●11月23日(祝・木)
　ユニセフ・ラブウォーク
　IN 房総のむら
●12月23日(土)
　ユニセフ・クリスマス
　チャリティボッチャ

■松戸市
●12月10日（日）
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉
　街頭募金活動
　（JR松戸駅）

■東金市
●10月28日（土）
　ユニセフ・ラブウォーク IN 東金

■香取市
●12月6日（水）
　香取市教育委員会
　人権研修会

■野田市
●11月22日(水)
　モンテッソーリ森田子どもの家学習会
　(オンライン)

■成田市
●12月11日（月）～20日(水)
　ユニセフパネル展

■千葉市
●11月29日(水)
　第27回千葉県ユニセフ協会理事会・評議員会
●12月3日(日)
　ボーイスカウト千葉第13団学習会
●12月3日(日)
　ボーイスカウト千葉第18団学習会
●12月8日（金）
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉 松本猛さん講演会
●12月10日(日)
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉 街頭募金活動
　(イオンモール幕張新都心・そごう千葉店) 
●1月11日(木)
　千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科講座
●1月25日(木)～2月1日(木)
　ユニセフパネル展
●1月27日(土)
　京葉銀行野球部　印旛ブラザーズ合同練習
●1月28日(日)
　ユニセフ国際理解講座

■船橋市
●11月25日（土）～12月27日(水)
　ふなばし市民活動フェア(展示)
●12月3日(日)
　ふなばし市民活動フェア(出展)

栄町まちづくり大学

人権研修会の開催にあわせて
ユニセフパネル展を開催してくださいました

(香取市教育委員会)

流山市立小山小学校ユニセフ平和教室 流山市立南流山小学校ユニセフ平和教室

学習会ではユニセフやSDGsについて
たくさん質問がでました

(ボーイスカウト千葉第13団)

■木更津市
●1月27日(土)
　ガールスカウト千葉県連盟
　千葉南地区学習会

■君津市
●11月28日(火)
　第18回ユニセフサポートゴルフ大会
●1月20日(土)
　周西公民館講座「なぜ戦争が起こるの？」

学習会・研修会一覧
依 頼 者 対 象 人 数訪 問 日

2023年11月10日(金)
11月22日(水)
12月 3 日(日)
12月 3 日(日)
12月 6 日(水)
12月21日(木)

2024年 1 月11日(木)

1 月20日(土)
1 月17日(水)
1 月23日(火)
1 月27日(土)

栄町まちづくり大学
モンテッソーリ森田子どもの家(オンライン)
ボーイスカウト千葉第13団
ボーイスカウト千葉第18団
香取市教育委員会
千葉県特別支援学校流山高等学園
コープみらい千葉県本部
＜千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科向け講座＞
君津市周西公民館

流山市総合政策部企画政策課  
ガールスカウト千葉県連盟千葉南地区

流山市立小山小学校
流山市立南流山小学校

大人
幼稚園児

子ども・大人
子ども・大人

大人
2年生

1・2年生

中学生以上
5年生
5年生

子ども・大人

19名
5名

20名
70名
50名
92名

139名

16名
273名
216名
37名

地域ブロック活動

主催事業一覧
事 業 名 会 場開 催 日

オンライン
東金市八鶴湖周辺
桜木事務所
千葉県立房総のむら
鹿野山ゴルフ俱楽部
ホテルグリーンタワー幕張
オンライン
桜木事務所
千葉市美術館
JR松戸駅
イオンモール幕張新都心
そごう千葉店
京葉銀行大宮グラウンド
千葉市生涯学習センター

2023年10月 2 日(月)
10月28日(土)
11月16日(木)
11月23日(祝・木)

 11月28日(火)
11月29日(水)
12月 4 日(月)
12月 7 日(木)
12月 8 日(金)

12月10日(日)

2024年 1 月27日(土)
1 月28日(日)

岐阜県ユニセフ協会とのオンライン交流会
ユニセフ・ラブウォーク IN 東金
ユニセフ・ボランティア体験
ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら
第18回ユニセフサポートゴルフ大会
第27回千葉県ユニセフ協会理事会・評議員会
岐阜県ユニセフ協会とのオンライン交流会
ユニセフ・ボランティア体験
ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉「松本猛さん講演会」

ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉　街頭募金活動

京葉銀行野球部・印旛ブラザーズ合同練習
ユニセフ国際理解講座「玉本英子さんウクライナ取材報告会」

イベント名 場 所開 催 日
イオンタウンユーカリヶ丘店
ふれあいプラザさかえ
成田市役所
船橋市市民活動サポートセンター
船橋市市民活動サポートセンター

栄町立安食小学校

千葉市生涯学習センター

11月 1 日(水)～ 8 日(水)
11月21日(火)～28日(火)
12月11日(月)～20日(水)
11月25日(土)～12月27日(水)
12月 3 日(日)

12月23日(土)

2024年
1月25日(木)～2月1日(木)

ブロック名
佐倉・八千代

北総

市川・船橋
市川・船橋

北総

千葉・四街道

ユニセフパネル展「ウクライナの子どもたち」
ユニセフパネル展
 「紛争下の子どもをささえるユニセフの緊急支援」
ふなばし市民活動フェア(展示)
ふなばし市民活動フェア(出展)
ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉

「ユニセフ・クリスマスチャリティボッチャ」
ユニセフパネル展
 「紛争下の子どもをささえるユニセフの緊急支援」

(2023年10月1日～2024年1月31日)

イオンタウンユーカリヶ丘店 ふれあいプラザさかえ 船橋市市民活動サポートセンター千葉市生涯学習センター

■流山市
●12月21日(木)
　千葉県特別支援学校
　流山高等学園学習会
●1月17日（水）
　流山市立小山小学校
　ユニセフ平和教室
●1月23日(火)
　流山市立南流山小学校
　ユニセフ平和教室

■佐倉市
●11月1日(水)～8日(水)
　ユニセフパネル展

岐阜県ユニセフ協会の学習会担当
者のみなさんとオンラインで交流。
ワークショップ「地球の食卓」の紹介
をしました。

10月2日(月)・12月4日(月)

ユニセフ・ボランティア体験

作業前に外国コイン
や使用済み切手が
ユニセフ募金になる
までの流れを説明
し、外国コイン・使用
済み切手仕分けを
体験しました。

●11月16日（木）・12月7日（木）

パ
ネ
ル
展

出
展
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岐阜県ユニセフ協会と
オンライン交流会

■栄町
●11月10日（金）
　栄町まちづくり大学
●11月21日(火)～28日(火)
　ユニセフパネル展
●11月23日(祝・木)
　ユニセフ・ラブウォーク
　IN 房総のむら
●12月23日(土)
　ユニセフ・クリスマス
　チャリティボッチャ

■松戸市
●12月10日（日）
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉
　街頭募金活動
　（JR松戸駅）

■東金市
●10月28日（土）
　ユニセフ・ラブウォーク IN 東金

■香取市
●12月6日（水）
　香取市教育委員会
　人権研修会

■野田市
●11月22日(水)
　モンテッソーリ森田子どもの家学習会
　(オンライン)

■成田市
●12月11日（月）～20日(水)
　ユニセフパネル展

■千葉市
●11月29日(水)
　第27回千葉県ユニセフ協会理事会・評議員会
●12月3日(日)
　ボーイスカウト千葉第13団学習会
●12月3日(日)
　ボーイスカウト千葉第18団学習会
●12月8日（金）
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉 松本猛さん講演会
●12月10日(日)
　ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉 街頭募金活動
　(イオンモール幕張新都心・そごう千葉店) 
●1月11日(木)
　千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科講座
●1月25日(木)～2月1日(木)
　ユニセフパネル展
●1月27日(土)
　京葉銀行野球部　印旛ブラザーズ合同練習
●1月28日(日)
　ユニセフ国際理解講座

■船橋市
●11月25日（土）～12月27日(水)
　ふなばし市民活動フェア(展示)
●12月3日(日)
　ふなばし市民活動フェア(出展)

栄町まちづくり大学

人権研修会の開催にあわせて
ユニセフパネル展を開催してくださいました

(香取市教育委員会)

流山市立小山小学校ユニセフ平和教室 流山市立南流山小学校ユニセフ平和教室

学習会ではユニセフやSDGsについて
たくさん質問がでました

(ボーイスカウト千葉第13団)

■木更津市
●1月27日(土)
　ガールスカウト千葉県連盟
　千葉南地区学習会

■君津市
●11月28日(火)
　第18回ユニセフサポートゴルフ大会
●1月20日(土)
　周西公民館講座「なぜ戦争が起こるの？」

学習会・研修会一覧
依 頼 者 対 象 人 数訪 問 日

2023年11月10日(金)
11月22日(水)
12月 3 日(日)
12月 3 日(日)
12月 6 日(水)
12月21日(木)

2024年 1 月11日(木)

1 月20日(土)
1 月17日(水)
1 月23日(火)
1 月27日(土)

栄町まちづくり大学
モンテッソーリ森田子どもの家(オンライン)
ボーイスカウト千葉第13団
ボーイスカウト千葉第18団
香取市教育委員会
千葉県特別支援学校流山高等学園
コープみらい千葉県本部
＜千葉経済大学短期大学部ビジネスライフ学科向け講座＞
君津市周西公民館

流山市総合政策部企画政策課  
ガールスカウト千葉県連盟千葉南地区

流山市立小山小学校
流山市立南流山小学校

大人
幼稚園児

子ども・大人
子ども・大人

大人
2年生

1・2年生

中学生以上
5年生
5年生

子ども・大人

19名
5名

20名
70名
50名
92名

139名

16名
273名
216名
37名

地域ブロック活動

主催事業一覧
事 業 名 会 場開 催 日

オンライン
東金市八鶴湖周辺
桜木事務所
千葉県立房総のむら
鹿野山ゴルフ俱楽部
ホテルグリーンタワー幕張
オンライン
桜木事務所
千葉市美術館
JR松戸駅
イオンモール幕張新都心
そごう千葉店
京葉銀行大宮グラウンド
千葉市生涯学習センター

2023年10月 2 日(月)
10月28日(土)
11月16日(木)
11月23日(祝・木)

 11月28日(火)
11月29日(水)
12月 4 日(月)
12月 7 日(木)
12月 8 日(金)

12月10日(日)

2024年 1 月27日(土)
1 月28日(日)

岐阜県ユニセフ協会とのオンライン交流会
ユニセフ・ラブウォーク IN 東金
ユニセフ・ボランティア体験
ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら
第18回ユニセフサポートゴルフ大会
第27回千葉県ユニセフ協会理事会・評議員会
岐阜県ユニセフ協会とのオンライン交流会
ユニセフ・ボランティア体験
ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉「松本猛さん講演会」

ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉　街頭募金活動

京葉銀行野球部・印旛ブラザーズ合同練習
ユニセフ国際理解講座「玉本英子さんウクライナ取材報告会」

イベント名 場 所開 催 日
イオンタウンユーカリヶ丘店
ふれあいプラザさかえ
成田市役所
船橋市市民活動サポートセンター
船橋市市民活動サポートセンター

栄町立安食小学校

千葉市生涯学習センター

11月 1 日(水)～ 8 日(水)
11月21日(火)～28日(火)
12月11日(月)～20日(水)
11月25日(土)～12月27日(水)
12月 3 日(日)

12月23日(土)

2024年
1月25日(木)～2月1日(木)

ブロック名
佐倉・八千代

北総

市川・船橋
市川・船橋

北総

千葉・四街道

ユニセフパネル展「ウクライナの子どもたち」
ユニセフパネル展
 「紛争下の子どもをささえるユニセフの緊急支援」
ふなばし市民活動フェア(展示)
ふなばし市民活動フェア(出展)
ユニセフ ハンド・イン・ハンド千葉

「ユニセフ・クリスマスチャリティボッチャ」
ユニセフパネル展
 「紛争下の子どもをささえるユニセフの緊急支援」

(2023年10月1日～2024年1月31日)

イオンタウンユーカリヶ丘店 ふれあいプラザさかえ 船橋市市民活動サポートセンター千葉市生涯学習センター

■流山市
●12月21日(木)
　千葉県特別支援学校
　流山高等学園学習会
●1月17日（水）
　流山市立小山小学校
　ユニセフ平和教室
●1月23日(火)
　流山市立南流山小学校
　ユニセフ平和教室

■佐倉市
●11月1日(水)～8日(水)
　ユニセフパネル展

岐阜県ユニセフ協会の学習会担当
者のみなさんとオンラインで交流。
ワークショップ「地球の食卓」の紹介
をしました。

10月2日(月)・12月4日(月)

ユニセフ・ボランティア体験

作業前に外国コイン
や使用済み切手が
ユニセフ募金になる
までの流れを説明
し、外国コイン・使用
済み切手仕分けを
体験しました。

●11月16日（木）・12月7日（木）

パ
ネ
ル
展

出
展
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ユニセフの子どもにやさしいまちづくり事業
女性と女の子の権利の侵害
千葉県ユニセフ協会役員紹介・
役員からのメッセージ
ハンド・イン・ハンド千葉
ユニセフ国際理解講座
ユニセフ・ラブウォ－ク
ユニセフ平和教室の紹介
災害時の子どもの心のケア
活動ファイル
ご協力ありがとうございました

1～2
3
4～5

6～8
9
10～11
12

13～15
16

千葉県
ユニセフ協会
案内図info＠unicef-chiba.jp

2024年3月発行

第58号

詳しくは
こちら→

千葉県ユニセフ協会コード番号で振り込んでいただいた方については2022年9月末分まで、県協会に直接
持参していただいた方や報告を受けた方については2022年10月31日分までを掲載させていただきました。
個人ご協力者のお名前の掲載は控えさせていただきました。

ホームページへ
リンクします↑

ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました （敬称略・順不同）

2023年10月～2024年1月

お 知 ら せ・今 後 の 予 定

千葉県ユニセフ協会 ユニセフ・ちばフレンズ（賛助会員）
2023年度会員個人：96名（115口）　企業・団体12団体（250口）
日本ボーイスカウト千葉県連盟
(株)京葉銀行
(一社)千葉県商工会議所連合会
(株)グリーンタワー
千葉県青少年団体連絡協議会
ジェフユナイテッド(株)

(一社)ガールスカウト千葉県連盟
(株)千葉銀行

「小さな親切」運動ちばぎん支部
日本労働組合総連合会千葉県連合会
(株)マザー牧場
協友工業(株)

種類
個人

企業・団体

会費
2,000円(1口)
2,000円(1口)

口数
1口以上
5口以上

千葉県ユニセフ協会は世界の子どもたちの現状やユニセフの活動を知
っていただくための活動をしており、その活動はユニセフ・ちばフレンズ
のみなさまに支えられています。有効期限は1月1日から12月31日まで
の1年間です。

日本ユニセフ協会賛助会員　会費は寄付金控除の対象になります

種類
一般賛助会員(個人の方)

学生賛助会員(18歳以上の方)
団体賛助会員(企業・団体など)

会費
1口5,000円
1口2,000円

1口100,000円

年会費は日本ユニセフ協会が行う募金活動および広報、アドボカシー(政策提言)活動のほか、千葉県ユニセフ協会をはじめとする
日本ユニセフ協会と協定を結ぶ地域組織の運営にも役立てられます。有効期限は入会月から1年間です。

ユニセフ募金の
お振込みについて

下記のユニセフ募金口座は、窓口での手続きに限り振込手数料および硬貨取り扱い手数料がかかりません。
振込用紙をご入用の場合は千葉県ユニセフ協会よりお送りいたしますのでご連絡ください。
口座番号：00190-5-31000（手数料免除口座）　加入者名：公益財団法人 日本ユニセフ協会
お振込みの際は、通信欄に「K1-120千葉県ユニセフ協会」とご記入ください。

●ユニセフ・ラブウォーク IN 佐原
　5月18日(土) 集合場所：みんなの賑わい交流拠点コンパス
●ユニセフ・ラブウォーク IN 鴨川
　6月9日(日) 集合場所：鴨川青少年自然の家

春のユニセフ・ラブウォーク
●ユニセフ・ラブウォーク IN 流山
　10月20日(日)(予定)
●ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら
　11月23日(祝・土)

秋のユニセフ・ラブウォーク

9月29日(日) 13時30分～16時30分(予定)
会場：ホテルグリーンタワー幕張
記念式典・講演会　ボッチャ交流会

設立20周年記念式典・ユニセフのつどい
毎月第3木曜日 桜木事務所にて開催
一緒に活動していただける方募集しています！

外国コイン・使用済み切手仕分けボランティア活動

＊千葉県ユニセフ協会コード番号で振り込んでいただいた方、県協会に直接持参していただいた方や報告を受
けた方を掲載させていただきました。個人ご協力者のお名前の掲載は控えさせていただきました。

【日本ユニセフ協会賛助会員数】
(千葉県在住および千葉県ユニセフ協会経由でお申込みの会員さま）
一般賛助会員：173名　学生賛助会員：12名　団体賛助会員：1
団体賛助会員（敬称略）　千葉県生活協同組合連合会　　　　2023年12月31日現在

ユニセフは、「みんなが幸せになれるまち」をつくるために、「子どもにやさしいま
ちづくり事業（CFCI）」を推進しています。CFCIとは、子どもと最も身近な行政単
位である市町村等で、子どもの権利条約を具現化する活動です。その特徴は、
“まち”の人々がみんなでみんなの“まち”を作っていくこと、とりわけ、子どもも
まちづくりの主体、当事者として位置付けることです。日本でもこの取り組みが
始まっています。

現在日本では、５つの自治体（ニセコ町、安平町、富谷市、町田市、奈良市）が
ユニセフ日本型CFCI実践自治体として、１つの自治体（豊田市）がユニセフ
日本型CFCI候補自治体として取り組みを進めています。

本事業の日本への導入のための検証作業から参加の５自治体は、自己評価
と第三者評価を経て、2021年12月に「ユニセフ日本型CFCI実践自治体」
であることが承認されました。ユニセフ日本型CFCIの実施基準に従い、
子どもの権利を実現するまちを目指します。

ユニセフの子どもにやさしい
まちづくり事業

●一般募金（ハンド・イン・ハンド募金含む）
石井食品(株)、(宗)中山身語正宗関東教区青年部、ユニセフ・ラブウォーク IN 東金、ボー
イスカウト市原第7団、ガールスカウト千葉県第30団、ユニセフ・ラブウォーク IN 房総の
むら、第18回ユニセフサポートゴルフ大会、市原中央高校インターアクトクラブ、ガール
スカウト千葉県第39団、(私)小ばと幼稚園、君津市周西公民館平和教室、松本猛さん講
演会、JR松戸駅街頭募金、イオンモール幕張新都心街頭募金、そごう千葉店街
頭募金、クリスマスチャリティボッチャ、ボーイスカウト八千代第5団、ガールスカ
ウト千葉県第1団、㈱ホテルオークラ東京ベイ

●ウクライナ緊急募金
西坂田まっちー一同、玉本英子さん講演会

●ガザ人道危機緊急募金
ユニセフ・ラブウォーク IN 房総のむら、第18回ユニセフサポートゴルフ大会、
千葉県ユニセフ協会第27回理事会・評議員会、ユニセフ・ラブウォーク IN 東金、
中山身語正宗関東別院誓照寺僧侶部信徒部一同

(株)千葉ステーションビル
海浜幕張支店様

駅の利用者にご協力を
呼びかけてくださいました

ユニセフ日本型CFCI実践自治体

北海道ニセコ町

北海道安平町

宮城県富谷市

東京都町田市

奈良県奈良市

KICO鎌ヶ谷様が使用済み切手を
届けてくださいました

市原中央高校インターアクトクラブのみなさんは校内で募金活動
ユニセフに差し伸べる手や地球などのイラストが階段に描かれています

会員
募集中

2024年4月1日、千葉県ユニセフ協会は設立20周年を迎えます。
　多くの皆様に支えられ、活動を続けてくることができましたこと、心より感謝申し上げます。20年前、世界では5歳未満に亡く
なる子どもの数は1年に1200万人以上。3秒に1人の子どもが亡くなっていました。現在5歳になる前に亡くなる子どもの数
は年間約500万人。この20年間で大きく改善されました。しかし、2022年２月にはロシアのウクライナ侵攻、2023年10月に
はパレスチナ、ガザ地区での戦闘と、つらいニュースが毎日のように届き、常にそこには過酷な状況下の子どもたちの姿があり
ます。また、地震、台風、洪水など世界中で様々な災害が起きています。日本に目を向けると、2011年3月国内観測史上最大の
大地震と津波が東日本を襲い、50年ぶりの国内でのユニセフ支援は2016年まで続きました。今年は日本が子どもの権利条
約を批准して30年。昨年は「こども基本法」が施行されました。日本ユニセフ協会は、子どもの権利を実現するため《ユニセフ
の子どもにやさしいまちづくり事業》を推し進めています。
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